
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・年3回の家庭学習キャン
　ペーンの実施
・学力定着度調査
・全国、区学力テスト

・90％の児童の定着
・各学年のAB層を
　55％以上に向上

・全校一斉朝学習の実施

・基礎学力向上の取組

・学期末漢字テストで
　80％の児童が合格
・かけ算検定で95％
　の児童が合格

・図書ボランティアの読み聞
　かせ活動
・読書カードの取組推進

・年26回全学年実施
・各学年で50％が年
　間目標を達成

・体育授業の指導法改善
・全校での体育的活動の推進

・体を動かすことが楽
　しいと感じる児童を
　85％以上とする

・校庭遊具を利用した体力向
　上カードの取組を推進

・8種目中全員が１つ
　以上の種目を達成

・マラソンとび、長縄などを
　年3回全校的に取り組む。

・各学年の目標を超え
　る児童を50％
・長縄の学年目標をす
　べての学級で達成

・特別支援教室の教員と連携
　し、児童の共通理解を図
る。

・年3回は担任と巡回
　教員との面談を行
　う

・全教員が協力して、エンカ
　レッジを担当し、利用しや
　すい環境にする

・全教員が支援を必要
　とする児童への理解
　を共有する

・特別支援学校の副籍の児童
　と交流を行う

・毎学期、副籍交流を
　行う

・いじめや不登校の未然防止
　としてアンケートを実施。
・L-gateを活用して児童理
　解を進める

・アンケート、日々の
　L-gateの活用で新
　たな不登校児童をゼ
　ロ

・ＳＣ、ＳＳＷと保護者・児
　童の連携強化

・5年生を対象とした
　全児童の面談を実
　施。不登校児童のＳ
　ＳＷとの連携の強化

・年間を通した計画的な授業
・学校公開における道徳授業
　と保護者との意見交換

・道徳地区公開講座に
　おける全学級一斉授
　業
・保護者の声を集約

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立東葛西小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
　○やさしい子（思いやりの心を大切に生活する子を育てる）
　○やりぬく子（責任をもって最後まで取り組む子を育てる）
　○げんきな子（健康安全に勤め明るく行動する子を育てる）

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

○子供の笑顔が輝きあふれる楽しい学校　○教職員が教えることの喜びに満ちた学校　○保護者、地域から信頼され愛される学校
○確かな学力　○豊かな人間性　○健やかな身体
○児童理解、授業改善、生活指導の充実を図り、自己研鑽をしながら学校組織の一員としてよりよく協働する教師

前年度までの
本校の現状

学力向上については、基礎学力の定着を目指して「かけ算検定」「100マス検定」「漢字検定」「読書
推進カード」に全校で取り組んだ。体力向上については、区教育課題実践推進校として研究を進め、児
童の休み時間の運動啓発を大きく推進することができた。

学力向上の取組としては読書活動の推進に課題が残った。また、児童一人一人の苦手分野の克服として放課後補習等で対応している
が、自分の考えを書いたり表現したりすることが苦手な児童が多く、日々の学習で補う必要がある。
不登校児童については丁寧に児童理解を進めてきたが、3名の児童が不安定な状況である。学年が進級し、新たな担任・友達とのかか
わりの中で登校できるよう、スクールソーシャルワーカー等の関係諸機関と更に連携を深めながら進めていきたい。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

○学力の向上

○基礎・基本的な学習
の充実

○体つくり運動への取
組

○休み時間を利用した
体力向上

○「なわとびウイー
ク」の実施

学
力
向
上

○読書科の更なる充実

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
教

育
の
推
進

○ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

○エンカレッジルーム
の活用促進

○副籍交流及び協働学
習の実施・充実

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

○道徳教育の充実

○不登校対策の実施・
充実

○教育相談の強化



・年3回の学校公開（土曜授
　業）を行う。

・家庭数の90％以上
　の保護者参観

・ホームページの更新を毎週
　定期的に行う。
（学年・専科・クラブ等）

・全教員が月1回以上
　のホームページ更新
　をする。

・校外学習や地域行事への積
　極的な参加

・田植え、海苔すき、
　スーパーマッケット
　等の体験活動を実施

・退勤時間の校内設定する。
・年休の積極的な推進

・最終退勤時間は
　19:00とする。
・週休日は出勤しな
　い。

・児童の主体的な活動
・たて割り班活動
・運動会
・音楽会　　　等

特
色
あ
る
教
育
の
展
開

○働き方改革の推進

○特別活動の充実

地
域
社
会
に
開
か
れ
た
学
校

（

園
）

の
実
現

○学校公開の充実

○ホームページの充実

○地域との連携


